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ー

の

ミ
ル
父
子
、
初
期
の
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
磯
承
さ
れ
て
ゐ
る
。
ケ
ー
ン
ズ

G
 

が
古
正
統
派
さ
呼
ぶ
も
の
は
此
の
一
群
を
指
し
て
ゐ
る
ご
解
さ
れ
る
。

セ
イ
の
理
論
の
偲
統
は
マ
ー
シ
}
ル
の
「
國
内
債
格
の
純
粋
理
論
」
に
於
て
次
の
形
で
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
。

人
々
の
所
得
の
線
て
は
、
努
働
及
商
品
の
購
入
に
向
け
ら
れ
る
。

人
が
購
入
し
た
努
拗
及
商
品
か
ら
現
在
の
享
業
を
得
よ
う
こ
す
る
時
消
費

し
た
ご
言
は
れ
、
将
来
の
享
業
手
段
を
引
出
す
為
の
富
〇
生
産
に
投
す
る
時
節
約
し
た
ご
言
は
れ

5
。

'

之
は
節
約
は
同
時
に
投
資
セ
齋
ら
す
こ
の
見
解
に
外
な
ら
ぬ
。

此
の
セ
イ
の
販
路
の
理
論
は
源
を
ス
ミ
ス
に
焚
し
リ
カ
ー
ド
、

序

節

然
し
乍
ら
節
約
ご
投
資
の
闘
係
の
考
察
は
古
正
統
派
に
於
て
は
資
本
蓄
積
の

投
章
節
約
論
争
は
ヴ
ィ
ク
セ
ル
に
初
ま
る

e
言
は
れ
る
。
ヴ
ィ
ク
セ
ル
は
侮
統
的
経
惰
理
論
に
釘
し
財
貨
全
麓
の
需
給
及
び
需
要
の
一
方
的

愛
化
竺
言
ふ
異
端
的
な
問
題
の
立
て
方
を
し
て
そ
こ
に
貨
幣
的
需
要
の
仲
縮
性
を
見
之
を
自
然
利
李
こ
貨
幣
利
李
こ
の
乖
離
＂
従
っ
て
節
約
こ

'
,
o
 

投
資
こ
の
不
均
等
か
ら
説
明
し
ー

偲
統
的
綜
惰
理
論
と
は
學
説
史
上
セ
イ

llリ
カ
ー
ド
論
の
名
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
七

H
の
販
路
の
理
論
の
俯
統
で
あ
る
。
セ
イ
の
販
路
の
理

論
さ
は
生
産
物
を
買
ふ
も
の
は
生
産
物
で
あ
り
、
従
っ
て
一
生
産
物
の
賓
行
不
振
は
購
買
力
こ
し
て
の
貨
幣
が
不
足
す
る
か
ら
で
な
く
そ
の
他

の
生
産
物
が
不
足
す
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
生
産
者
の
数
ご
生
産
物
が
増
加
す
れ
ば
す
る
程
容
易
に
販
路
が
見
出
さ
れ
販
路
の
梗
塞
が
一
般
的

に
起
る
と
言
ふ
事
は
あ
り
え
な
い
ご
言
ふ
の
で
あ
る
。

七
四

‘ 



之
は
累
核
過
程
を
押
進
め
雨
利
率
の
均
等
、

註

前
提
の
上
で
為
さ
れ
、
賓
物
経
齊
的
考
察
が
中
心
を
為
し
て
来
た
ご
言
ひ
う
る
。

七
五

此
の
限
り
に
於
て
は
近
代
正
統

そ
れ
は
貨
幣
さ
は
闘
係
の
な
い
諸
法
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
債
値
闘
係
を
受

”
 

け
取
っ
て
そ
の
ま
A

表
現
す
る
に
過
ぎ
な
い
fE
見
ら
れ
て
来
た
為
、
利
子
に
投
資
さ
節
約
ご
を
均
等
せ
し
め
る
役
割
を
興
へ
る
必
要
が
な
か
つ

（

註

）

所
が
賓
物
的
な
或
は
所
謂
債
値
的
な
考
察
は
貨
幣
現
象
さ
し
て
の
債
格
の
解
明
に
不
充
分
で
あ
る
事
か
ら
ケ
ー
ン
ズ
の
所
謂
近
代
正
統
派
に

於
て
は
債
値
は
債
格
を
説
明
す
る
為
の
前
提
的
役
割
の
み
奥
へ
ら
れ
中
心
は
財
の
需
給
こ
債
格
こ
の
闘
係
の
理
解
に
置
か
れ
た
。

も
ー
つ
の
債
格
さ
し
て
資
本
需
給
ご
し
て
の
投
資
ご
節
約
ご
を
均
等
せ
し
め
る
作
用
を
輿
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
利
子

然
し
乍
ら
投
資
さ
節
約
ご

が
利
子
李
に
よ
っ
て
均
等
に
せ
ら
れ
る
側
面
の
み
に
考
察
の
重
貼
を
置
き
面
者
が
不
均
等
の
場
合
に
は
や
が
て
均
等
に
向
ふ
も
の
こ
し
て
考
へ

ら
れ
、
不
均
等
の
結
果
が
経
料
の
全
腔
に
如
何
に
作
用
す
る
か
に
闘
し
て
は
あ
ま
り
考
察
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

派
の
中
に
セ
イ
の
販
路
の
理
論
に
於
け
る
如
き
調
和
観
が
流
れ
て
ゐ
る
も
の
竺
言
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

ケ
ー
ン
ズ
は
近
代
古
典
派
乃
至
近
代
正
統
派
と
し
て
マ
ー
シ
ャ
、ル
、
ヵ
ッ
セ
ル
、
ヵ
ー
バ
ー
、
ワ
ル
ラ
等
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

以
上
の
如
き
偲
統
的
理
論
に
封
し
て
ヴ
ィ
ク
セ
ル
は
前
述
の
如
く
投
資
さ
節
約
ご
の
闘
係
が
全
開
ご
し
て
の
経
齊
の
動
き
を
解
明
す
る
鍵
ご

し
て
存
在
す
る
事
を
注
目
せ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

（

註

）

ヴ
ィ
ク
セ
ル
及
ヴ
ィ
ク
セ
ル
を
襟
承
せ
る
ケ
ー
ン
ズ
の
貨
幣
論
は
自
然
利
子
率
9
J

市
場
利
子
率
の
差
異
が
投
資
こ
節
約
の
不
一
致
を
齋
ら
し

従
つ
て
投
資
節
約
の
均
等
に
至
っ
て
均
衡
が
成
立
す
る
事
、
従
っ
て
投
資
さ
節
約
こ
の
均
等
が
信

}

）

0
 

f
 

が
存
在
し
つ

A

も
貨
幣
が
箪
な
る
交
換
の
媒
介
手
段
で
あ
り
、

従
っ
て
利
子
は
資
金
の
需
給
に
よ
っ
て
定
ま
る
ご
い
ふ
見
解

／ 



用
統
制
の
基
準
さ
な
る
事
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
の
均
衡
は
完
全
雇
傭
均
衡
で
あ
る
ご
暗
々
裡
に
想
定
さ
れ
て
ゐ
た
。

ケ
ー
ン
ズ
の
貨
幣
論
に
於
け
る
投
賓
は
直
接
消
費
さ
れ
な
い
生
産
物
の
高
を
決
定
す
る
企
業
家
の
行
鉱
の
結
果
で
あ
り
線
て
の
形
態
の
富
の
純
噌
加
を

0
.
 

言
ひ
、
節
約
は
貨
幣
所
得
と
消
我
へ
の
貨
幣
支
出
と
の
差
額
で
あ
る
0

而
し
て
意
外
の
利
潤
叉
は
損
失
は
所
得
に
含
め
な
い
。
従
っ
て
一
般
理
論
に
於
け

る
も
の
と
比
較
す
る
と
、
投
資
は
雨
者
に
於
て
等
し
く
、
節
約
は
一
般
理
論
に
於
け
る
も
の
よ
り
利
潤
叉
は
損
失
を
加
減
し
た
も
の
が
貨
幣
論
の
そ
れ
と

之
に
酎
し
て
ケ
ー
ン
ズ
の
一
般
理
論
は
均
衡
が
必
す
し
も
完
全
屈
傭
で
あ
る
必
然
性
が
な
い
事
を
論
じ
、
そ
の
中
に
於
て
投
資
さ
節
約
さ
は

恒
等
に
し
て
そ
れ
は
投
資
が
同
額
の
節
約
を
窟
ら
す
機
構
が
存
在
す
る
事
に
よ
る
さ
い
ふ
拝
な
れ
ぬ
見
解
を
痰
表
し
た
。

出
現
後
此
の
見
解
を
め
ぐ
つ
て
多
く
の
人
々
の
間
に
稀
に
見
る
租
多
く
の
論
争
が
行
は
れ
た
。

以
下
に
於
て
は
此
の
論
争
を
手
が
か
り
こ
し
て
投
衰
節
約
恒
等
式
の
意
義
を
明
に
せ
ん
こ
す
る
も
の
で
あ
る
。

①

F
.A
.L
u
t
z
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h
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 O
u
t
c
o
m
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 t
h
e
 
S
a
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n
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e
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t
 D
i
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i
o
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,
 Q
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9
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③
鈴
木
武
雄
氏
市
場
理
論
―
―
二
四
頁

⑥
鬼
頭
仁
三
郎
氏
貨
幣
と
利
子
の
動
態
一
四
頁

⑭
鬼
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前
褐
書
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1
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頁

⑲
K
e
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 Ge
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e
r
a
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 T
h
e
o
r
y
,
 
p
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E
.
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J
u
n
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 19
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 p
.2
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9
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v
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T
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r
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h
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R
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G
e
n
e
r
a
l
T
h
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o
r
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p
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9
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切
鬼
頭
氏
前
褐
書
一
ー
ー
五
頁

⑥

K
e
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e
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6
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註

な
る
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ケ
ー
ン
ズ
の
一
般
理
論
は
次
の
如
く
要
約
さ
れ
る
。

（
註
一
）

技
術
脊
函
笈
屈
傭
の
一
箪
位
常
り
の
要
素
費
用
の
典
へ
ら
れ
た
秋
態
に
於
て
は
雇
傭
壷
は
各
企
業
各
森
業
の
場
合
に
も
或
は
産
業
全
麓
の
場

合
に
も
見
込
の
利
潤
の
極
大
さ
な
る
如
ぐ
定
め
ら
れ
る
。

額
即
穂
需
要
債
格
ご
の
闘
係
を
総
需
要
函
数
と
呼
び
、
屈
傭
阜
里
と
そ
れ
に
要
す
る
限
界
要
素
費
用
ご
生
産
量
ご
の
放
を
丁
度
償
ふ
に
足
る
こ
期

（

註

―

-

）

（

註

一

11)

待
す
る
牧
入
額
即
練
供
給
債
格
ご
の
闘
係
を
継
供
給
函
数
さ
呼
ぶ
な
ら
ば
見
込
利
瀾
の
極
大
貼
は
附
函
敗
の
交
叉
貼
で
あ
る
。
此
の
交
叉
貼

r
¥
 
｀
 に

於
け
る
需
要
額
を
有
妓
需
要
ご
名
付
け
る
。
有
妓
需
要
は
祉
會
の
消
費
豫
想
額
さ
投
資
豫
想
額
の
和
で
あ
る
。

何
こ
な
れ
ば
他
の
如
何
な
る
水
準
に
於
て
も
全
罷
さ
し
て
の
産
出

は
投
査
李
さ
が
典
へ
ら
れ
た
場
合
に
は
均
衡
屈
傭
水
準
は
唯
一
つ
で
あ
る
。

物
の
紬
需
要
債
格
ご
線
供
給
債
格
さ
の
不
均
等
を
猜
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

要
素
我
用
と
は
ケ
ー
ン
ズ
に
よ
れ
ば
生
産
の
諸
要
素
（
他
の
企
業
家
を
除
く
）
の
用
役
の
為
支
彿
ふ
額
で
あ
り
、
努
賃
、
利
子
、
地
代
を
指
す
と
解
し

て
よ
い
で
あ
ら
う
。

第

一

節

一
谷
籐
一
郎
氏
金
融
統
制
の
理
論
四
七
五
頁

七
十ヒ

今
屈
傭
輩
こ
そ
れ
に
よ
っ
て
企
業
家
が
受
取
る
事
が
出
来
る
こ
期
待
す
る
販
賓
牧
入

般

理

論

の

要

約

9̂ー
ヽ

そ
れ
故
に
所
得
の
消
費
性
向



／ 

ー

定
す
る
も
の
は
投
資
率
で
あ
る
竺
言
ふ
結
論
に
な
る
。

註 註

資
本
財
産
の
増
加
ご
共
に
低
下
す
る
も
の

で
あ

か
く
て
屈
傭
の
均
衡
水
準
を
決

D
 

総
供
給
債
格
と
は
ケ
ー
ン
ズ
に
よ
れ
ば
企
業
を
し
て
丁
度
そ
れ
だ
け
の
雇
傭
を
為
さ
し
め
る
値
打
が
あ
る
と
考
へ
る
生
産
高
の
貿
上
豫
想
で
あ
る
。
之

•
は
総
需
要
債
格
と
箪
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
以
上
、
雇
傭
の
生
産
拗
の
限
界
生
産
我
の
数
址
倍
に
等
し
い
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
0

而
し
て

ケ
J

ン
ズ
は
、
こ
4

で
は
線
需
要
債
格
及
び
総
供
給
債
格
双
方
よ
り
使
用
者
我
用
を
差
引
い
て
ゐ
る
故
、
生
産
我
が
使
用
者
我
用
と
要
素
費
用
の
合
計
で

あ
る
以
上
~
本
文
の
表
現
が
ケ
ー
ン
ズ
解
繹
と
し
て
評
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

総
供
給
函
数
と
総
需
要
函
数
の
交
叉
貼
が
利
潤
棒
大
貼
で
あ
る
の
は
、
註
③
の
如
く
解
し
て
初
め
て
可
能
と
す
る
。

所
得
の
消
費
性
向
は
主
観
的
客
観
的
諸
要
因
に
よ
っ
て
影
饗
を
受
け
る
が
畜
短
期
的
に
は
安
定
的
で
あ
る
。

投
資
率
は
資
本
の
限
界
奴
李
ご
利
子
率
と
の
一
致
す
る
勘
に
定
ま
る
。
資
本
の
限
界
奴
率
は
資
本
財
産
0
存
続
期
間
中
得
ら
れ
る
こ
期
待
す

る
牧
盆
の
現
在
債
値
を
財
産
の
供
給
債
格
即
ち
生
産
費
に
相
等
し
く
ず
る
割
引
率
で
あ
り
、

る
。
然
る
に
流
動
性
選
捧
ご
貨
幣
撮
こ
に
よ
っ
て
定
ま
る
貨
幣
利
子
率
は
資
本
の
限
界
奴
率
に
比
し
早
里
の
増
加
に
つ
れ
て
低
下
す
る
混
度
が

弱
い
01

従
っ
て
資
本
の
限
界
奴
李
さ
利
子
李
ご

Q
均
等
が
完
全
雇
傭
を
可
能
な
ら
し
め
る
投
資
率
を
保
説
す
る
必
然
性
は
存
在
し
な
い
の
で
あ

る。
決
定
さ
れ
た
投
資
壻
加
額
の
齋
ら
す
所
得
増
加
額
の
大
い
さ
は
投
資
乗
数
に
よ
り
典
へ
ら
れ
る
。
第
一
次
の
近
接
法
『
こ
し
て
屈
傭
乗
数
が
投

資
乗
数
に
等
し
い
さ
す
れ
ば
屈
傭
の
増
加
量
は
投
資
乗
数
に
よ
っ
て
推
断
し
得
る
。

さ
て
一
般
理
論
に
於
て
投
資
節
約
恒
等
の
課
せ
ら
れ
た
る
役
割
は
第

一
に
利
子
率
が
投
資
節
約
に
は
正
接
闘
係
な
ー
、
他
の
要
因
即
ち
流
動

性
選
捧
と
貨
幣
董

e
に
よ
っ
て
定
ま
る
こ
す
る
ケ
ー
・
ン
ズ
の
利
子
論
が
正
裳
で
あ
る
事
3
消
臨
的
な
論
腺
を
為
す
事
で
あ
り
、
第
二
は
投
資
乗

七
八

／ ， 
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註

ヽ 會

第

二

節

投

資

節

約

恒

等

の

論

證

< 

ケ
ー
ン
ズ
に
於
て
は
投
安
乗
数
の
理
論
が
投
衣
節
約
恒
等
を
論
證
す
る
と
解
繹
す
る
者
が
あ
る
が
、
ラ
ー
ナ
の

言
ふ
如
く
投
宍
節
約
は
定
義

に
よ
り
恒
等

で
あ
る
故
に
、
投
衣
乗
数
の
理
論
が
之
を
論
證
す
る
必
要
は
な
い
。

／

先
づ
此
の
二
つ
の
役
割
の
正
否
セ
桧
討
す
る
前
に
投
資
節
約
恒
等
の
論
證
を
吟
味
す
る
。

①

K
e
y
n
e
s
,
 Ge
n
e
r
a
l
 T
h
e
o
r
y
,
 p
p
.2
4ー

2
8
.

P
.2
3
.
 

< 

P
.2
4
.
 

）
 ，
 

数
の
理
論
の
前
提
を
為
す
事
で
あ
る。
＿
（
註
）

‘ 

七
九

／
 



...Cii
寄
11
熔
淳

以
上
は
投
衰
互
節
約
ど
は
就
會
全
個
ご
し
て
見
れ
ば
同
一
物
の
異
れ
る
局
而
に
過
ぎ
な
い
事
か
ら
来
る
嘗
然
の
結
論
で
あ
る
。

以
上
が
投
資
節
約
恒
等
の
ケ
ー
ン
ズ
の
論
醗
の
本
筋
で
あ
る
。
之
に
野
し
て
先
づ
投
資
節
約
の
闘
係
は
賓
物
項
目
に
於
て
考
へ
ら
れ
た
場
合
と

貨
幣
項
目
で
考
へ
ら
れ
た
場
合
と
で
は
甑
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
さ
す
る
カ
ー
テ
ス
の
立
場
を
手
が
か
り
こ
し
て
吟
味
を
進
め
る
事
さ
す
る
。

茎
寄

IIP苫
ー
i
i
-
j
i
f

至
苓
11
冷
忌
ま
0
翠
芦
11
in
森
＋
1

冷
戌

一
定
期
間
中
の
一
企
業
の
生
産
物
販
杓
額
を
A
ど
し
他
企
業
よ
り
の
生
南
物
睛
入
額
を

Al
さ
す
る
。

即
ち
使
用
者
費
用
を

U
ご
し
要
素
喪
用
を
か
さ
す
る
。
然
る
時
は
企
業
家
の
所
得
は

A
ー

(
U
+
E
)
で
あ
る
。
然
る
に
F
は
社
會
の
他
の
人
々

の
所
得
で
あ
る
。
故
に
就
會
の
練
所
得
は
と

(
A
ー
U
)
で
あ
る
。
（
以
下
し
省
略
）

、

就
會
の
消
費
は
期
間
内
に
消
費
者
に
致
ら
れ
た
財
の
債
値
で
あ
る
。
故
に
そ
れ
は

A
ー
A
1
で
あ
る
。
節
約
さ
は
所
得
よ
り
消
費
広
を
差
引
い

た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
(
A
ー
U
)
ー
(
A
ー
A
1
)
1
1
A
t
ー
U
こ
な
る
。
之
に
到
し
て
投
資
は
常
該
期
間
中
新
に
資
本
設
備
に
附
加
せ
ら

肛
た
債
値
で
あ
り
、
従
っ
て
産
出
生
産
物
の
債
値
の
中
消
費
に
向
け
ら
れ
な
い
部
分
で
あ
る
。
故
に

(
A
ー
U
)
ー
(
A
ー
A
1
)
1
1
A
1
-
U

る
。
か
く
て
投
査
ご
節
約
さ
は
一
致
す
る
。
而
し
て
以
上
の
結
論
は
所
得
の
定
義
の
特
殊
性
に
依
存
し
な
い
。

債
値
に
等
し
い
事
投
資
が
営
期
生
産
高
の
消
費
さ
れ
な
い
部
分
の
債
伯
に
等
し
い
事
及
節
約
が
所
得
の
中
消
費
を
超
過
す
る
額
に
等
し
い
事
の

妥
賞
性
を
否
定
せ
ざ
る
限
り
次
の
如
く
な
る
。

．
 

八

0
若
し
所
得
が
賞
期
の
生
産
高
の
こ
な

叉
生
南
に
消
耗
さ
れ
る
資
本
財
の
債
値



C

ギ

ト叫

故
に
次
式
が
成
立
す
る
。

註 カ
ー
テ
ス
に
よ
れ
ば
所
得
投
資
節
約
を
質
物
項
目
で
解
繹
す
れ
ば
次
式
が
成
立
す
る
。

耳
蓉
至
苫
(
l
1
u
l
-
i

芸
女
0

悔
母
舜
）
1
1

溢
亘
き
翌
ば

n
f
ぃ
垢
g
u
i
l
H
j
5
悔
蕊
蓉
＋
逃
唸
5
f
5

、9

が
追
l
-
i
-
j
[
y

舌
麻
生J
•
•
…

•
(
A
)

消
費
さ
れ
ざ
る
期
間
の
生
産
物
は
消
費
者
及
び
企
業
家
の
見
地
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
節
約
及
投
資
ご
呼
ば
れ
る
。
従
っ
て
節
約
ご
投
資
は
恒
等
で

あ
る
。
然
し
此
の
節
約
及
投
資
は
二
組
の
任
意
の
決
定
の
結
果
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
一
方
投
資
の
中
に
は
投
資
家
の
任
意
決
定
の
結
果
に

非
ざ
る
完
成
品
の
夜
れ
茂
り
を
含
み
他
方
消
費
者
の
節
約
は
企
業
家
が
任
意
に
資
本
財
の
生
産
を
増
す
な
ら
ば
強
制
さ
れ
た
も
の
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。
故
に
質
物
項
目
に
於
け
る
恒
等
を
以
つ
て
節
約
決
定
貨
幣
額
と
投
衰
決
定
貨
幣
顧
こ
が
恒
等
で
あ
る
論
拙
さ
為
し
得
な
い
。
後
者
の

意
味
の
節
約
投
査
概
念
の
み
が
貨
幣
の
理
論
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。
式
凶
の
各
項
を
貨
幣
債
値
に
解
榔
し
て
も
附
項
の
生
産
物
の
債
値
を
同
時

黙
に
評
債
す
る
限
り
賓
物
項
目
の
場
合
さ
同
様
の
給
論
'YJ

な
る
（
註
）

虻

ホ
ー
ト
レ
イ
が
ケ
ー
ン
ズ
の
投
資
節
約
の
定
義
を
同
一
拉
の
異
名
で
あ
る
と
言
ふ
場
合
は
、
前
述
の
カ
ー
テ
ス
に
於
け
る
如
只
物
目
の
貨
幣
債
値
と
同
様

に
解
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。

次
に
投
資
節
約
所
得
を
貨
幣
の
支
出
牧
入
て
言
ふ
貨
幣
項
目
の
観
黙
か
ら
見
た
場
合
の
投
資
節
約
の
闘
係
を
見
よ
う
。

説
者
（
ケ
ー
ン
ズ
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
ゐ
る
）
で
あ
る
ラ
ー
ナ
の
所
論
に
就
て
。

消
費
財
生
産
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
所
得
を

C
こ
し
投
資
財
生
産
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
所
得
を

I
さ
す
れ
ば
穂
所
得

y
は
附
者
の
合
計
で
あ
る

y
 ...... 

/’ 

I、

ー

先
づ
一
般
理
論
の
解

~' 

.
9
,
＇ 

會
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Y
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C
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差
引
い
た
額
を
Sii
『
こ
す
れ
ば
次
式
が
成
立
す
る
。

の

か
く
て
式
（
ご
式
②
よ
り
投
資
こ
節
約
の
等
し
い
事
を
結
論
し
得
る
。

さ
な
り
、
従
つ
て
所
得
の
減
少
即
ち
損
失
の
褻
生
を
結
果
す
る
。

勿
論
個
人
の
節
約
の
増
加
は
野
應
す
る
投
資
な
く
し
て
可
能
で
あ
る
が
、
或
る
人
の
投
資
よ
り
多
い
節
約
は
社
會
的
に
同
額
の
消
費
の
減
少

故
に
式
②
に
於
て

y
ご
C
こ
は
同
額
減
少
と
な

b
s
は
不
菱
に
し
て
ー
に
等

c
 

し
い
。
反
酎
に
或
る
人
が
投
資
よ
り
少
い
節
約
を
す
れ
ば
同
額
の
消
費
増
加
こ
な

b
従
っ
て
所
得
増
加
、

m} 

様
の
理
由
で

S
は
I
さ
等
し
く
な
る
。

此
所
に
於
け
る
ラ
ー
ナ
の
議
論
は
資
本
財
の
消
耗
部
分
は
自
動
的
に
補
充
さ
れ
る
も
の
と
し
て
使
用
者
費
用
を
恙
引
い
た
金
額
を
考
（
て
ゐ
る
Q

此
の
方

，
 

法
は
生
産
胸
を
全
骰
と
し
て
考
察
す
る
場
合
に
は
便
利
で
あ
る
事
を
ケ
ー
レ
ズ
も
認
め
て
採
用
し
て
ゐ
る
。

一
期
間
の
所
得
（
一
期
間
の
生
産
物
販
賓
額
）
を

y
ご
し
一
期
間
の
消
費
支
出
線
額
を
C
、

以
上
の
ラ
ー
ナ
の
見
解
は
カ
ー
テ
ス
に
よ
っ
て
次
の
如
く
解
繹
さ
れ
る
。

註

S
1
1
Y
 ー

C
•
…
•
•

(

2

)

 

次
に
節
約
を
S
こ
す
れ
ば
節
約
は
綿
所
得
か
ら
消
費
支
出
を
差
引
い
た
も
の
で
あ
る
故
に
次
式
が
成
立
つ
。

＼ ． 

（
註
）

式
（
に
於
て

C
は
所
得
で
あ
る
こ
同
時
に
消
費
財
購
入
に
支
彿
は
れ
た
金
額
を
意
味
し

1
は
投
資
財
購
入
に
支
彿
は
れ
た
金
額
を
意
味
す
る
。

即
ち
利
盆
の
疲
生
を
結
果
し
前
ご
同

投
資
支
出
綿
額
を
＞
、
所
得
よ
り
消
費
支
出
を

I、

‘
 



可
能
の
事
を
意
味
す
る
。

場
か
ら
は
線
て
の
所
得
が
支
出
こ
な
る
さ
は
支
出
か
ら
所
得
形
成
、

カ
ー
テ
ス
が
線
て
の
所
得
が
支
出
こ
な
＼る
事
を
特
別
の
場
合
こ
し
て
認
め
て
ゐ
る
が
常
に

そ
う
で
あ
る
こ
眼
ら
な
い
ご
言
ふ
時
は
保
蔵
を
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
カ
ー
テ
ス
の
見
解
は
梃
分
し
得
る
所
得
こ
形
成
さ
れ
る
所
得
こ
を
画

．

別
す
る
立
場
に
あ
り
支
出
さ
な
る
所
得
こ
は
此
の
虚
分
し
得
る
所
得
を
意
味
せ
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
所
が
ラ
ー
ナ
が
総
て
の
所
得
が
一
期

間
中
に
支
出
さ
な
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
こ
い
ふ
時
は
臨
分
し
得
る
所
得
の
み
な
ら
す
形
成
さ
れ
た
所
得
を
も
含
め
て
ゐ
る
。
従
っ
て
此
の
立

形
成
さ
れ
た
所
得
の
支
出
迄
無
時
間
的
で
あ
る
事
を
意
味
し
、
厄
低
つ
て
不

然
し
之
は
カ
ー
テ
ス
の
言
葉
を
誤
解
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
カ
ー
テ
ス
の
批
評
に
酎
し
ラ
ー
ナ
は
綿
て
の
所
得
が
一
期
間
中
に
支
出
さ
な
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

ヘ
す
も
の
で
は
な
い

J
-――-Eつ
て
ゐ
る
。

(

E

)

 

．、

八

此
の
事
は
彼
の
論
證
を
裂

以
上
の
式
に
於
て
は
Sii
は
C
に
於
け
る
愛
化
な
し
に
非
消
費
支
出
で
あ
る
＞
の
髪
化
に
よ
っ
て
雙
化
し
、

C
は
Sii
の
愛
化
な
し
に
愛
化
し
得

る
。
然
し
は
自
明
の
理
で
あ
る
。

SIi
は
消
費
を
抑
制
せ
る
所
得
額
こ
し
て
の
通
常
の
意
味
の
節
約
ご
は
異
る
。
通
常
の
意
味
の
節
約
を
S

式
CD

と
す
れ
ば
次
式
が
成
立
す
る
。

•

Y
1
1
c

、

+
S

、•••••• 

ヽ
ノ
‘
~

而
し
て
式

cC
ご
CEよ
り
投
資
節
約
の
均
等
を
結
論
し
て
正
賞
で
あ
る
の
は
線
て
の
所
得
が
支
出
さ
れ
所
得
以
外
の
源
泉
か
ら
の
支
出
が
存
在
せ

ヽ
ノ
、
’
’
-

ぬ
場
合
で
あ
る
。
然
る
に
所
得
が
す
べ
て
支
出
さ
な
る
さ
は
限
ら
な
い
。
ラ
ー
ナ
の
見
解
は
式

cC
ご
CD
に
闘
す
る
も
の
で
結
極
賀
物
項
目
の
貨

幣
債
値
に
等
し
い
も
の
で
貨
幣
項
目
に
於
け
る
場
合
で
は
な
い
。

•-



貨
幣
額
そ
の
も
の
を
減
少
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

入
に
支
出
さ
れ
た
金
額
で
あ
る
が
、

故
に
損
失
の
疲
生
が

F
か
ら
節
約
さ
れ
た

さ
て
ラ
ー
ナ
の
言
ふ
如
く
箪
位
期
間
を
如
何
な
る
長
さ
に
ご
ら
う
さ
も
一
期
間
中
の
受
取
所
得
の
綿
て
が
再
び
支
出
さ
れ
る
事
が
不
可
能
で

あ
る
以
上
受
取
所
得
の
一
部
は
期
中
に
於
て
支
出
せ
ら
れ
な
い
。
此
の
部
分
を
Y
さ
す
る
。
此
の

Y
が
支
出
せ
ら
れ
な
い
の
は
ケ
ー
ン
ズ
及
ラ

ー
ナ
に
従
っ
て
所
得
節
約
投
資
を
流
れ
こ
し
て
把
握
し
た
結
果
期
末
に
受
取
ら
れ
た
所
得
で
期
中
の
他
の
受
取
所
得
こ
同
様
の
時
間
的
経
過
の

後
に
消
費
並
び
に
節
約
に
分
割
せ
ら
れ
ん
こ
し
て
ゐ
る
が
た
ま
た
ま
期
間
の
境
に
際
會
し
た
が
為
に
賞
期
に
於
て
分
割
し
得
べ
く
も
な
い
の
で

mi 

あ
る
。
ラ
ー
ナ
の
式
②
に
於
け
る

S
は
此
の

y
を
含
む
。
若
し
ラ
ー
ナ
が
別
の
個
所
で
言
ふ
如
く
節
約
こ
は
店
が
明
い
た
な
ら
ば
消
費
し
よ
う

且
待
構
へ
て
ゐ
る
所
得
部
分
を
ふ
く
ま
す
こ
も
ーれ
ば

X
が
全
部
節
約
こ
は
な
ら
な
い
こ
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
し
ラ
ー
ナ
は

lY
を
全
部
一
旦
節

.
0
 

約
に
入
れ
而
し
て
此
の
、Y
か
ら
通
常
の
時
間
的
繰
過
の
後
次
期
に
於
て
消
費
せ
ら
れ
る
部
分
を
負
の
節
約
ご
解
す
る
立
場
を
ご
つ
て
ゐ
る
。
此

次
に
ラ
ー
ナ
の

C
ご
ー
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
消
費
財
生
産
及
投
資
財
生
産
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
所
得
で
あ
る
こ
同
時
に
消
費
財
購
入
及
投
資
財
購

之
は
利
益
の
存
す
る
場
合
は
、
要
素
費
用
(

F

)

に
企
業
家
の
利
潤
pt
を
加
へ
た
も
の
が
販
壺
額

A
ご一

致
し
、
損
失
の
生
じ
た
場
合
に
は
要
素
費
用
F
よ
り
損
失
pII
を
差
引
い
た
残
額
が

A
さ
一
致
す
る
事
を
意
味
す
る
。

に
は
先
づ

F
が
社
會
の
所
得
で
あ
り
、
之
よ
り
消
費
C
を
差
引
い
た
も
の
が
通
常
の
意
味
の
節
約
で
あ
る
。

味
し
、
従
つ
て
直
接
祉
會
の
総
所
得
が
そ
れ
だ
け
F
よ
り
小
こ
な
‘
る
ぺ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

損
失
の
疲
生
が
そ
の
後
に
企
業
家
の
消
費
及
節
約
（
負
の
節
約
）
に
影
響
は
す
る
が
そ
れ

は
別
問
題
で
あ
る
。
然
る
に
前
述
の
如
く
ラ
ー
ナ
の
節
約
さ
は
此
の
損
失
を
も
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

の
意
味
で
式
③
に
野
す
る
ラ
ー
ナ
自
身
の
理
解
は
不
充
分
で
あ
る
。

遍

損
失
の
疲
生
は
資
本
の
減
少
を
意

八
四

さ
て
損
失
の
生
じ
た
場
合



ヽ

E
=
J
n
+
c
 

目
の
合
計
は
再
投
資
に
等
し
い
。
即
ち

（
 

0
+
D
=
P
 

R
=
X
 

(

3

)

 

一

但
し
X
は
綽
支
出
ー
は
投
資
支
出
C
は
消
費
支
出
F
は
再
投
資
F
は
新
投
資
を
示
す
。

I.
I
I
I
r
+
I
-
l
 

X
 =
 I
+

c

 

R
ー

0
ー

D
1
1
E
1
1
s
+
c

に
向
け
ら
れ
な
い
事
が
必
要
で
あ
る
が
、
此
の
事
の
必
然
性
は
な
い
。

か
く
て
ラ
ー
ナ
の
論
證
は
節
約
概
念
の
特
殊
性
に
基
づ
く
も
の
竺
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

金
額
さ
定
義
す
る
ラ
ー
ナ
の
立
場
は
投
衰
節
約
の
恒
等
を
論
論
す
る
場
合
に
矛
盾
な
く
貰
き
得
る
で
あ
ら
う
か
。

ォ
ー
リ
ン
は
投
資
節
約
の
闘
係
を
事
前
の
計
算
さ
事
後
の
計
算
ご
で
匝
別
す
る
。
事
後
の
計
算
で
は
事
態
は
次
の
如
く
な
る
。
販
夜
高
を
R

経
常
費
用
を
0
減
債
項
目
を
D
純
所
得
を
E
消
費
を
C
節
約
を

S
さ
す
れ
ば
次
式
が
成
立
す
る
。

(
1
)
 

(
註
）

16)

、

式
①
は
所
得
の
側
か
ら
の
考
察
で
あ
る
が
、
支
出
び
側
か
ら
考
察
す
れ
ば
次
の
如
く
な
ち
。

を
手
が
か
り
こ
し
て
桧
討
し
て
見
よ
う
。

次
に
利
盆
及
損
失
を
節
約
に
加
減
す
る
立
場
を
一
應
是
認
し
よ
う
。

rヽ

(

4

)

 

(
2
)
 

八
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さ
て
総
牧
入
は
総
支
出
に
等
し
く
経
常
費
用
ビ
減
債
項

I
.
 

，
 

之
を
次
に
オ
ー
リ
ン
の
見
解

さ
て
然
ら
ば
投
資
を
資
本
財
購
入
に
あ
て
ら
れ
た

此
の
場
合
に
於
て
節
約
ご
投
資
が

一
致
す
る
為
に
は
利
益
が
何
等
消
費



す
る
。 註

E
ー

(
Ca
+

S
n
)
=
S
u
 

E
ー

E
n
1
1
Eu

E
fl

1
1
sf¥
+

C
a
 

か
く
て
投
資
ぷ
抑
約
と
の
恒
等
が
證
明
せ
ら
れ
る
。

のー

事
前
の
計
算
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ォ
ー
リ
ン
に
於
て
は
要
素
提
供
者
の
所
得
が
い
づ
れ
か
ら
出
て
来
る
か
明
か
で
な
い
。
式
①
の
0
の
中
に
は
要
素
提
供
者
に
支
彿
ら
は
れ
た
金
額
を
含

む
、
従
つ
て
そ
の
部
分
は
要
素
提
供
者
の
所
得
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
、
之
を
所
得
に
計
上
し
て
ゐ
た
い
故
に
、
式
⑭
の
如
く
消
費
と
投
資
と
は
企

業
家
所
得
に
の
み
闘
す
る
事
に
な
る
。
然
し
形
式
的
な
議
論
に
於
て
は
大
し
た
紋
陥
と
も
な
ら
た
い
故
此
の
ま
4

で
論
を
進
め
る
事
と
す
る
。

事
前
の
計
算
を
為
す
為
に
箪
位
期
間
を
次
期
の
初
め
迄
計
刻
が
愛
更
さ
れ
な
い
長
さ
に
ご
る
。

ER
は
所
得
の
期
待
額

Sa及
Ca
は
そ
れ
ぞ
れ
節
約
及
消
費
の
計
劃
量
で
あ
る
。

が
不
均
等
さ
な
る
事
に
よ
っ
て
節
約
質
現
額
さ
新
投
資
質
現
額
さ
が
均
等
す
る
。 事

前
の
計
算
に
於
て
は
計
割
節
約
額
さ
計
劃
投
資
額
が
均
等
で
あ

る
必
然
性
は
な
い
。
而
し
て
附
者
が
不
均
等
で
あ
る
場
合
に
は
所
得
期
待
額
ご
所
得
質
現
額
節
約
計
劃
額
さ
賀
現
額
投
資
計
劃
額
ご
賓
現
額
こ

今
計
劃
額
叉
は
期
待
額
と
賀
現
額
こ
の
差
を
期
待
し
な
か
つ

た
所
得
、
期
待
し
な
か
っ
た
新
投
資
非
任
意
的
節
約
ご
名
付
け
る
な
ら
ば
次
式
が
成
立
す
る
。

I
n
1
1
s
 

(

5

)

 

E
u
11
S
u
 

但
し
之
等
を
表
は
す
に
U

を
附
す
る
。

然
る
時
は
事
前
の
計
算
と
し
て
次
式
が
成
立

然
し
乍
ら
事
後
の
計
算
は
勝
来
の
動
き
に
尉
し
て
何
事
を
も
語
ら
な
い
。
将
来
の
展
望
は

八
六



．
 

ヽ

一
期
間
の
消
費
及
節
約
が
前
の
期
受
取
所
得
の
分
割
さ
れ
た
も
の
で
、

れ
る
。

性
は
な
い
。

更
さ
れ
て
消
費
が
愛
更
さ
れ
ぬ
さ
ず
る
は
不
合
狸
で
あ
る
。

そ
の
分
割
割
合
の
決
定
に
於
て
期
待
の
要
素
が
入
り
込
む
。
決
定
さ

期
待
し
な
か
っ
た
新
投
資
と
は
期
末
に
於
け
る
ス
ト
ッ
ク
が
企
業
家
の
期
待
ご
相
違
す
る
場
合
の
附
者
の
差
額
を
意
味
し
正
文
は
負
の
値
を
こ

の
る。

⑳
 

さ
て
以
上
に
於
て
オ
ー
リ
ン
は
計
割
消
費
と
計
劃
投
資
は
質
行
さ
れ
る
さ
言
っ
て
ゐ
る
が
、

で
あ
る
。
勿
論
此
の
場
合
の
質
行
こ
は
貨
幣
額
の
臨
分
で
あ
る
。
従
っ
て
投
資
の
計
劃
額
が
貨
幣
支
出
ご
な
っ
て
も
賀
現
さ
れ
た
投
資
が
此
の

賀
行
額
こ
は
異
り
う
る
。
ス
ト
ッ
ク
の
増
減
あ
る
限
り
に
於
て
は
。
オ
ー
リ
ン
の
計
劃
節
約
が
賓
行
さ
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
解
繹
す
れ
ば
第

f-

に
期
間
を
計
劃
の
愛
更
さ
れ
ざ
る
長
さ
に
ご
つ
た
事
の
意
味
が
痺
く
な
り
、
第
二
に
賓
現
所
得
が
期
待
所
得
こ
異
る
事
に
よ
り
節
約
の
み
が
愛

ひ
う
る
概
念
た
り
え
な
い
。

r
 

八
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然
し
所
得
が
期
待
通
り
賓
現
す
る
必
然

計
劃
節
約
は
賀
行
さ
れ
る
こ
考
へ
て
ゐ
な
い
様

第
三
に
計
劃
節
約
は
賀
行
さ
れ
る
計
劃
投
資
こ
の
野
置
に
於
て
因
果
的
分
析
に
用

、

何
さ
な
れ
ば
因
果
的
分
析
に
於
て
到
置
さ
れ
う
る
も
の
は
質
行
さ
れ
る
眼
り
の
投
資
ご
節
約
こ
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
若
し
計
劃
節
約
が
賓
行
さ
れ
る
も
の
ご
す
る
な
ら
ば
所
得
が
期
待
通
り
質
現
す
る
事
を
要
す
る
。

か
く
て
期
待
の
要
素
を
ご

b
入
れ
つ

A
線
て
の
計
劃
が
其
の
期
間
中
菱
更
せ
ら
れ
ぬ
も
の
こ
す
る
に
は
次
の
方
法
に
よ
る
外
は
な
い
ご
思
は

れ
た
消
費
さ
節
約
こ
は
賓
行
さ
れ
、
期
待
ご
賓
現
の
相
違
は
次
期
の
計
劃
に
影
響
を
及
ぽ
す
。

に
は
●
得
の
期
待
、
即
ち
次
期
の
み
な
ら
す
狩
来
の
長
期
に
一
旦
る
所
得
の
期
得
、 ＇し．

 

ご
仮
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
オ
ー
リ
ン
は
期
待

債
格
の
期
待
及
現
在
の
欲
望
に
到
す
る
腔
来
の
欲
望
の
闘
係



●
 

す。
か
く
て
投
資
が
節
約
よ
り
大
で
あ
る
時
は

EU
は
正
の
値
を
ご

b
意
外
の
利
潤
を
示
す
。

E
rー

E
1
1
c
+
Iー

(
C
+
S
)
廿
Iー

S
1
1
E
u

(
3
)
 

分
所
得
を
差
引
い
た
残
額
を

Eu
こ
す
れ
ば
次
式
が
成
立
す
る
。

扱
ス
ト
ッ
ク
の
期
末
存
在
額
が
期
首
存
在
額
さ
等
し
く
な
る
如
く
生
産
物
が
販
賣
さ
れ
る
も
の
ご
恨
定
し
よ
う
。

C
+
I
I
I
E
r
 

(

2

)

 

次
に
嘗
期
形
成
所
得
即
ち
賓
現
所
得
を

Er
と
し
資
金
投
下
ご
し
て
の
投
資
を

1
ご
す
れ
ば
次
式
が
成
立
つ
。

常
期
の
虚
分
所
得
、
債
格
、
欲
望
を
表
は
す
。

勿
論
S
さ
C
の
べ
刀
割
割
合
の
汰
定
は
次
の
函
数
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

E11s+c

…•••
, 

＇ ー

反
野
の
場
合
は

EU
は
負
の
値
を
こ
り
意
外
の
損
失
を
示

而
し
て
賓
現
所
得
よ
り
虚

）
 
ー2
 

の
期
待
こ
が
あ
り
、
節
約
は
之
等
の
も
の
に
影
響
さ
れ
る
こ
言
ふ
。
然
る
に
オ
ー
リ
ン
の
前
述
の
式

E
a
1
1
Sn
+

C
a
は
嘗
期
の
所
得
期
待
ご
裳

．
 

期
の
消
費
節
約
の
計
劃
さ
の
闘
係
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。

次
に
以
上
の
立
場
に
立
つ
て
前
期
の
受
取
所
得
を
E
こ
し
常
期
の
賓
行
消
費
及
賓
行
節
約
を

C
及

s
こ
す
れ
ば
次
式
が
成
立
す
る
。
．

S
1
1
f
(
E
0
,E
1
,E
2
,
 

•• 
• 
・
 
・・
,P
0,P
 1,P
 
2,•

…

••`U'.)

,Ut
,U2
,·" 

• 
"
)
 

但
し
E
l
E
z
:
•
P
l

恥
；
．
u
t
u
o
:
・
・
・
は
そ
れ
ぞ
れ
賞
期
次
期
；
．
の
形
成
所
得
の
期
待
額
、
憤
格
期
待
、
欲
望
の
期
待
を
表
は
し

E
o
p
o
u
l

は
そ
れ
ぞ
れ

八
八

／ 



ノ’’

、4
、。

f
し

少
或
は
増
加
は
資
本
の
投
下
期
間
の
延
長
叉
は
縮
少
を
意
味
す
る
。

八
九

叉
ケ
ー
ン
ズ
が
次
の
如
く
言
ふ
場
合
も
同
じ

勿
論
資
本
の
投
下
期
間
の
延
長
は
そ
の
為
に
新
な
る
資
金
投
下

以
上
に
於
て
E
9
J
E
r

さ
の
差
を
腐
ら
す
も
の
は
S
e
I
こ
の
不
均
等
で
あ
る
。
而
し
て
今
の
場
合
ス
ト
ッ
ク
に
壻
減
は
な
い
、

ケ
ー
ン
ズ
の
如
く
資
本
設
備
へ
の
債
値
附
加
ご
解
し
て
も
資
金
投
下
9
J

し
て
の
投
資
ー
に
加
減
す
べ
き
何
も
の
も
な
い
。

は
負
の
意
園
せ
ざ
る
節
約
さ
し
て
賓
行
節
約
S
に
加
減
す
．る
な
ら
ば
節
約
ご
投
衰
は
等
し
く
な
る
。

立
場
に
立
つ
て
ゐ
る
ご
解
さ
れ
る
。

故
に
投
資
を

ス
ト
ッ
ク
の
増
減
に
よ
る
貨
幣
牧
入
の
減

次
に
生
産
物
は
限
界
生
産
費
さ
等
し
い
債
格
に
於
て
販
衷
さ
れ
此
の
債
格
に
於
け
る
需
要
要
は
全
部
ス
ト
ッ
ク
の
調
節
に
よ
っ
て
賄
は
れ
得

る
ご
恨
定
し
よ
う
。
此
の
場
合
の

Eu
は
期
首
に
比
較
し
て
の
期
末
の
ス
ト
ッ
ク
の
増
減
額
を
示
す
。

之
は
直
接
に
は
所
得
の
減
少
叉
は
増
加
を
意
味
し
な
い
。
従
っ
て

EU
は
節

約
の
減
少
又
は
増
加
こ
し
て
賓
行
節
約
に
加
減
せ
ら
る
ベ
・き
も
の
で
は
な
い
。

を
必
要
さ
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

然
る
に
投
資
節
約
の
恒
等
を
言
ふ
場
合
は
此
の
ス
ト
ッ
ク
の
増
減
部
分
を
賓
行
投
資
に
加
へ
叉
は
減
少
さ
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ
て
ス
ト
ッ
ク
に
増
減
あ
る
場
合

g
は
資
金
投
下
こ
し
て
の
投
資
の
定
義
を
も
つ
て
し
て
は
投
資
節
約
の
恒
等
を
論
論
し
え

前
述
の
ラ
ー
ナ
の
議
論
に
於
て
資
金
投
下
こ
し
て
投
資
を
規
定
し
乍
ら
投
資
節
約
の
恒
等
を
論
證
し
え
た

Q
ほ
以
上
二
つ
の
場
合
の
前
者
、

即
ち
ス
ト
ッ
ク
に
増
減
な
き
場
合
を
前
提
し
て
―
の
た
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
。
或
人
の
投
資
よ
り
多
い
節
約
が
そ
の
差
額
に
相
嘗
す
る
損
失
賽
歪
生
せ

し
め
逆
の
場
合
に
利
益
を
痰
生
せ
し
め
ぢ
竺
言
ふ
見
解
が
之
を
裏
書
す
る
も
の
ご
見
ら
れ
よ
う
。

節
約
額
ご
投
資
額
の
均
等
は
一
方
生
産
者
ご
他
方
消
費
者
及
資
本
誤
備
購
入
者
9
J

の
間
に
於
け
る
取
引
の
左
右
詞
形
的
な
性
質
か
ら
生
す

然
し
若
し

Eu
を
正
叉



此
の
場
合
の
賓
現
投
資
を
Ir
と
し
質
現
節
約
を

Sr
こ
す
れ
ば
雨
者
の
均

等
は
次
の
如
く
な
る
。
賓
行
投
資
が
賓
行
節
約
（
前
者
を
1
後
老
セ
S
こ
す
）
よ
り
大
な
る
場
合

か
く
て
闘
係
は
複
雑
で
あ
る
が
、
い
つ
れ
の
場
合
も
賀
行
額
ln
及
Su
の
加
減
な
く
し
て
は
投
資
節
約
の
恒
等
式
は
成
立
し
な
い
。

以
上
ケ
ー
ン
ズ
及
ラ
ー
ナ
の
見
解
さ
諸
家
の
之
に
到
す
る
批
判
を
手
が
か
り
こ
し
て
ケ
ー
ン
ズ
の
投
資
節
約
の
恒
等
式
は
全
く
所
得
及
投
資

節
約
の
定
義
の
特
殊
性
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
明
か
に
し
た
。

定
義
は
前
者
は
資
金
投
下
額
で
あ
、り
後
者
は
前
者
と
時
間
的
に
一
致
す
る
か
或
は
先
立
つ
て
而
も
投
資
に
要
す
る
資
金
の
供
給
を
可
能
な
ら
し

祖
得
る
所
得
の
消
費
抑
制
額
で
あ
る
に
反
し
恒
等
を
論
證
し
得
る
投
資
節
約
の
定
義
は
前
者
は
資
本
設
備
の
債
値
増
加
に
し
て
後
者
は
所
得
の

消
費
を
超
え
る
部
分
で
あ
り
時
間
的
に
投
資
よ
り
後
の
も
の
を
も
含
み
且
つ
通
例
の
意
味
の
所
得
の
消
費
抑
制
額
こ
し
て
の
節
約
以
外
の
も
の

Ir
．ー
Stilll(S
ー
S=-
）ー
(
I
+
I
u
)
1
1
0

逆
の
場
合
は
Ir
．ー
S
1・
1
1
(
I
ー
It-
）I
(
s
+
S
u
)
1
1
0

さ
て
現
賓
に
は
ス
ト
ッ
ク
の
増
減
ご
損
盆
の
疲
生
と
は
共
に
起
る
。

た
設
備
が
其
の
使
用
者
費
用
を
超
え
る
額
に
等
し
い
。

即
ち
貨
幣
項
目
に
於
て
且
つ
因
果
的
分
析
に
用
ひ
う
る
投
資
及
節
約
の

＇ ， ． ＇ 

ー

る
。
所
得
は
生
産
者
が
生
産
物
を
賣
つ
て
得
た
債
値
の
中
使
用
者
費
用
を
除
い
た
も
の
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
消
費
者
が
他
の
企
業
家
の
い
つ
れ
か
に
訟
只
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

故
に
全
罷
こ
し
て
見
れ
ば
所
得
の
中
消
費
を
超
え
る
部
分
と
し
て
の
節
約
額
は
投
資
こ

②
 

し
て
資
本
設
備
に
附
加
さ
れ
た
も
の
こ
異
る
事
は
出
来
な
い
（
傍
勘
筆
者
）

各
企
業
家
の
営
期
の
投
資
は
彼
が
他
の
企
業
家
か
ら
購
入
し

九
0

、
、
、
、
、
、
、

而
し
て
此
の
生
産
物
の
全
腔



ケ
ー
ン
ズ
は
保
蔵
に
闘
し
次
の
如
く
言
ふ
9

酎
應
す
る
新
投
妾
あ
り
後
の
場
合
は
他
人
の
負
の
節
約
が
あ
る
。

る。

九

を
も
加
減
す
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ー
テ
ス
の
言
葉
を
用
ひ
れ
ば
賓
物
項
目
の
貨
幣
債
値
的
な
定
義
に
外
な
ら
ぬ
。

通
常
投
資
さ
節
約
の
不
均
等
は
保
蔵
叉
は
信
用
創
造
に
よ
っ
て
現
は
れ
る
こ
言
ふ
考
へ
方
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

何
こ
な
れ
ば
他
人
は
保
蔵

以
下
に
於
て
保
蔵
及
信
用
創

造
が
投
資
節
約
の
均
等
を
掘
す
か
否
か
に
闘
す
る
ケ
ー
ン
ズ
及
ラ
ー
ナ
の
見
解
を
吟
味
す
る
事
に
よ
っ
て
前
述
の
結
論
を
確
認
す
る
事
こ
す

ケ
ー
ン
ズ
は
次
の
如
く
言
ふ
。
節
約
ご
投
資
こ
が
不
均
等
に
な
り
得
る
こ
見
る
の
は
個
々
の
預
金
者
の
銀
行
に
封
す
る
闘
係
を
双
方
的
ご
見

す
一
方
的
で
あ
る
こ
の
誤
認
に
つ
基
↑
。
何
人
も
資
産
即
ち
現
金
、
債
楠
、
資
本
財
の
い
づ
れ
か
を
猥
得
す
る
事
な
し
に
は
節
約
出
来
な
い
。

従
来
所
有
せ
ざ
る
資
産
は
新
生
産
に
よ
る
か
他
人
所
有
の
資
産
の
手
離
し
に
よ
る
か
の
い
づ
れ
か
で
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
。
前
の
場
合
に
は

他
人
が
個
人
の
場
合
は
所
得
以
上
の
消
費
が
あ
り
銀
行
の
場
合
は
何
人
か
ゞ

2
 

現
金
を
手
離
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
総
節
約
は
線
投
資
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
の
ケ
ー
ン
ズ
の
見
解
の
中
節
約
が
現
金
を
除
く
新
姿
産
の
獲
得
に
向
け
ら
れ
る
場
合
は
通
常
の
意
味
で
も
投
資
こ
節
約
の
不
一
致
は
起

り
え
な
い
事
は
明
で
あ
る
。
然
し
筈
衰
産
に
向
け
ら
れ
る
場
合
に
必
す
他
人
の
負
の
節
約
が
あ
る
さ
は
限
ら
な
い
。

の
為
に
他
の
資
産
を
手
離
す
事
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
叉
銀
行
の
場
合
に
何
人
か
ゞ
現
金
を
手
離
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
は
保
蔽
の
問
題
で
あ
る
。

か
く
て
保
蔵
が
節
約
投
資
の
恒
等
を
氣
す
か
否
か
の
問
題
に
鱗
す
る
。

保
蔵
を
現
金
の
現
質
の
所
有
r

こ
解
5
9
る
な
ら
ば
保
蔵
の
現
賓
量
は
公
衆
の
決
意
の
結
果
こ
し
て

髪
化
す
る
事
が
出
来
な
い
。
何
こ
な
れ
ば
保
蔽
の
最
は
貨
幣
量
に
等
じ
く
、
後
者
は
公
衆
の
決
意
に
よ
っ
て
は
決
定
さ
れ
な
い
。
故
に

ヽ



然
し
乍
ら
質
的
に
異
る
も
の
を
合
計
し
て
―
つ
の
も
の
ご
し
て
も
何
等
の
意
味
が
な
い
。

現
金
の
保
持
に
は
質
的
に
異
る
二
つ
の
も
の
が
あ
る
。

'̀’
 25 

蔽
後
者
は
保
有
と
名
付
け
ら
れ
る
。

-，定
の
正
常
滞
留
期
間
を
越
え
る
現
金
の
保
持
ご
箪
な
る
保
持
こ
の
二
つ
で
前
者
は
保

勿
論
正
常
滞
留
期
間
を
如
徊
に
解
す
る
か
の
問
題
は
あ
る
が
と
に
か
く
附
者
の
経
惰
の
動
き
に
野
す
る
働

之
に
鉗
し
て
ラ
ー
ナ
が
個
人
の
投
資
よ
り
多
い
節
約
分
こ
し
て
の

の2
 

貨
幣
の
貯
蔵
が
保
蔵
で
あ
る
ご
定
義
す
る
時
は
一
應
正
し
い
が
す
ぐ
練
け
て
次
の
如
く
言
ふ
の
は
誤
り
で
あ
る
。
祉
會
全
腔
ご
し
て
保
蔵
出
来

．
 

そ
し
て
之
は
貨
幣
裳
局
が
貨
幣
額
を
増
加
し
た
か
否
か
に
か

故
に
就
會
的
に
は
投
資
ご
節
約
は
恒
等

る
か
否
か
の
問
題
は
耽
會
が
貨
幣
貯
蔽
を
増
加
出
来
る
か
否
か
の
間
題
で
あ
る
。

A

る
。
若
し
貨
幣
撮
が
不
斐
で
あ
る
な
ら
ば
一
人
の
保
蔵
は
他
人
の
負
の
保
蔵
を
必
然
な
ら
し
め
る
。

8
 

で
あ
る
。
即
ち
後
の
場
合
に
は
ラ
ー
、
の
保
蔽
は
節
約
分
さ
し
て
の
貨
幣
の
貯
蔽
で
は
な
く
保
蔽
ご
保
有
の
合
計
で
あ
る
。

幣
量
一
定
の
場
合
に
汲
化
し
な
い

e
言
ふ
論
説
は
ラ
ー
ナ
に
於
て
成
り
立
た
な
い
。

ケ
ー
ン
ズ
は
前
述
の
如
く
保
蔽
を
現
金
の
現
賓
の
保
有
さ
解
す
れ
ば
保
載
の
現
質
撒
は
貨
幣
董
に
等
し
い
こ
言
ふ
ご
同
時
に
同
じ
箇
所
で
保

蔵
の
星
は
貨
幣
量
よ
り
取
引
動
機
を
充
す
為
の
必
要
額
を
差
引
い
た
残
り
に
等
し
い
さ
言
ひ
二
つ
の
場
合
を
全
く
同
一
に
取
扱
っ
て
ゐ
る
。

は
不
裳
で
あ
る
。
何
さ
な
れ
ば
後
の
場
合
は
正
し
い
意
味
の
係
蔵
に
近
い
愧
方
で
あ
っ
て
、
取
引
用
貨
幣
額
の
減
少
に
よ
？
て
貨
幣
最
が
一
定

で
あ
っ
て
も
増
加
し
得
る
事
は
明
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ケ
ー
ン
ズ
自
身
も
此
の
事
を
別
の
機
會
に
次
の
如
く
言
ふ
事
に
よ
っ
て
認
め
て
ゐ

る
。
投
姿
の
減
少
が
貨
幣
を
活
動
的
流
通
よ
り
不
活
動
的
流
通
に
移
行
せ
し
め
叉
貨
幣
載
が
不
愛
で
も
貨
幣
所
得
の
漏
が
愛
れ
ば
保
蔵
の
菫
も

さ
て
前
述
の
ケ
ー
ン
ズ
の
解
繹
は
保
有
ご
保
蔵
の
合
計
を
指
し
て
ゐ
る
。

き
は
異
る
。

保
蔵
を
如
何
に
定
義
し
よ
う
と
も
膀
手
で
あ
る
。

九

之

従
っ
て
保
蔵
が
貨



少
と
な
る
。
従
っ
て
投
資
ご
節
約
は
一
致
す
。

九

か
く
て
ケ
ー
ン

さ
て
か
く
て
ケ
ー
ン
ズ
及
ラ
ー
ナ
も
保
蔵
の
董
は
貨
幣
撮
が
不
髪
で
も
菱
化
し
得
る
の
で
あ
る
事
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
事
に
な
る
が
、
此

の
事
を
認
め
る
な
ら
ば
ラ
ー
ナ
の
諭
説
の
反
證
即
ち
投
資
節
約
恒
等
が
保
蔵
に
よ
っ
て
氣
さ
れ
る
さ
の
結
論
に
な
り
相
で
あ
る
。

ー
ン
ズ
及
ラ
ー
ナ
が
恒
等
を
論
證
す
る
場
合
の
投
資
節
約
の
定
義
か
ら
離
れ
て
通
常
の
い
み
の
定
義
に
知
ら
す
／
＼
の
中
に
入
り
込
ん
だ
為
現

れ
た
矛
盾
で
あ
る
。
前
者
の
定
義
を
一
買
す
る
眼
り
保
蔵
は
次
の
如
く
取
扱
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

或
る
個
人
が
投
究
よ
り
も
多
い
節
約
を
現
金
の
形
で
（
保
蔵
）
質
行
せ
ん
さ
す
れ
ば
註
會
的
に
消
費
減
少
所
得
減
少
さ
な
り
同
額
の
節
約
減

如
斯
保
蔵
を
取
扱
ふ
の
が
ラ
ー
ナ
の
「
保
蔵
を
投
資
節
約
恒
等
を
氣
す
も
の
さ
し
て
考
へ
る
時

は
不
営
で
あ
る
が
そ
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
作
用
を
考
へ
る
時
は
健
全
で
あ
る
」
ど
言
ふ
場
合
の
態
度
で
あ
る
と
解
し
う
る
。

ズ
の
特
殊
の
定
義
に
よ
る
限
り
保
蔵
は
投
表
節
約
の
恒
等
を
鋭
す
も
の
で
は
な
い
さ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
信
用
創
辿
に
つ
い
て
の
ケ
ー
ン
ズ
の
見
解
を
見
よ
う
。
ケ
ー
ン
ズ
は
言
ふ
。

銀
行
に
よ
る
信
用
の
創
造
包
呉
賓
の
節
約
を
伴
は
な
い
投
表
を
可
能
な
ら
し
め
る
ご
い
ふ
考
へ
方
は
増
加
さ
れ
た
銀
行
信
用
の
諸
結
果
の
一

つ
の
み
を
切
り
離
し
て
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

ゅ

愛
る
、
ご
。

若
し
企
業
家
に
尉
し
て
紙
存
の
信
用
よ
り
も
大
な
る
銀
行
信
用
が
典
へ
ら
れ
た
結
果
此
の
増
加

信
用
が
な
け
れ
ば
謡
さ
れ
な
い
増
加
投
資
が
謡
さ
れ
た
さ
す
れ
ば
所
得
は
必
然
的
に
増
加
し
そ
の
増
加
率
は
正
常
の
場
合
は
投
資
の
増
加
李
を

超
過
す
る
。
か
く
て
所
得
壻
加
に
基
づ
く
節
約
増
加
が
あ
る
限
り
に
於
て
の
み
投
資
の
増
加
の
為
め
借
入
れ
た
企
業
家
の
意
繭
が
賀
行
さ
れ
得

る。

然
し
之
は
ケ

I
L
 



・

(7) 

ヽ

以
上
の
ケ
ー
ン
ズ
の
見
解
は
次
の
如
く
解
す
る
よ
り
外
は
な
い
。
銀
行
信
用
が
増
加
す
れ
ば
資
金
投
下
こ
し
て
の
投
資
の
増
加
が
あ
る
。
然

し
そ
れ
が
置
賓
の
投
資
即
ち
資
本
設
備
の
債
値
附
加
こ
な
る
為
に
は
決
意
さ
れ
た
節
約
が
投
資
（
資
金
投
下
ご
し
て
の
）
の
後
に
増
加
す
る
事

を
必
要
こ
す
る
。
従
っ
＇
て
此
の
節
約
額
を
超
え
る
資
金
投
下
額
は
奨
賓
の
投
資
ご
は
な
ら
な
い

．o

か
し
‘て
資
金
投
下
を
投
資
こ
し
て
考
へ
之
に
討
す
る
節
約
は
此
の
資
金
投
下
よ
り
時
間
的
に
後
の
所
得
の
消
費
抑
制
額
を
含
め
な
い
通
常
の

立
場
か
ら
言
へ
ば
銀
行
の
信
用
創
造
は
投
客
苓
し
て
節
約
を
超
過
す
る
事
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
こ
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
信
用
創

造
が
投
資
節
約
の
恒
等
を
氣
す
も
の
で
は
な
い
ご
言
ふ
ケ
ー
ン
ズ
の
見
解
は
投
資
及
び
節
約
の
定
義
の
特
殊
性
に
負
ふ
も
の
で
あ
る
事
が
明
か

以
上
明
か
に
し
た
如
き
特
殊
の
定
義
に
よ
る
投
資
節
約
の
恒
等
が
ケ
ー
ン
ズ
の
利
子
論
及
投
資
乗
数
理
論
に
於
て
正
営
な
役
割
を
興
へ
ら
れ

①
K
e
y
n
e
s
,
 Ge
n
e
r
a
l
 T
h
e
o
r
y
,
 p
p
.5
2ー

5
4

②
K
e
y
n
e
s
,
0
p
.
 cit
., 
p
p
.6
ーー
6
3
.

p
.7
4
.
 

⑭

M
y
r
a
 C
u
r
t
i
s
,. 

Is 
M
o
n
e
y
 S
a
v
i
n
g
 e
q
u
a
l
 
t
o
 
I
n
v
e
s
t
 
m
e
n
t
?
 Q
.J
.E
., 
a
u
g
.,
 1937, 
p
p
.6
0
5ー

6
0
6

⑲
K
e
y
n
e
s
,
 E
.J
., 
J
u
n
e
,
 1
9
3
7
,
 p
.2
4
9
.
 

⑲
L
e
r
n
e
r
,
 
I•L

.R
., 

p
.8
.
 

o
p
 cit
., 
p
.9
,
 p
.11. 

(3) 

< 

< 

て
ゐ
る
か
否
か
を
次
に
吟
味
し
よ
う
。

で
あ
る
。
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三

節

ケ
ー
ン
ズ
は
投
資
さ
節
約
の
恒
等
を
認
め
る
事
に
よ
っ
て
古
正
統
派
に
復
鱈
し
た
が
恒
等
を
保
詭
す
る
も
の
が
利
子
率
で
は
な
く
所
得
の
水

準
で
あ
る
ご
す
る
見
解
に
於
て
古
正
統
派
ご
離
れ
る
こ
言
ふ
。

序
節
に
於
て
述
べ
た
如
く
古
正
統
派
は
節
約
が
同
時
に
投
資
を
齋
ら
す
事
を
認
め
て
も
そ
れ
は
利
子
李
の
作
用
さ
し
て
考
へ
て
ゐ
る
わ
け
で

次
に
古
正
統
派
に
於
け
る
節
約
は
投
資
に
先
立
つ
か
或
は
少
く
こ
も
同
時
的

で
あ
る
。
然
る
に
ケ
ー
ン
ズ
の
節
約
は
投
資
よ
り
後
に
成
立
す
る
節
約
を
も
含
む
、
従
つ
て
前
者
こ
後
者
の
均
等
の
内
容
は
全
く
異
る
。
即
ち

前
者
は
均
衡
に
於
け
る
均
等
で
あ
り
後
者
は
不
均
衡
の
場
合
も
均
等
で
あ
る
。

利
子
率
が
投
査
ご
節
約
を
均
等
せ
し
め
る
役
割
を
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
ケ
ー
ン
ズ
の
所
謂
近
代
古
典
派
に
於
て
で
あ
る
。

率
が
投
資
及
節
約
ご
無
闊
係
で
あ
る
さ
す
る
ケ
ー
ン
ズ
の
見
解
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

投
資
節
約
恒
等
の
結
論
を
利
子
論
こ
は
無
闘
係
に
得
た
。
其
の
結
呆
利
子
論
が
浮
き
上
つ
た
。

利
子
論
に
於
け
る
恒
等
式
の
役
割

／ 

，
 

債
格
が
需
要
供
給
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ

，
 

九
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即
ち
事
前
の
投
資
に
必
要
こ
さ
れ
る
金
融
は
事
後
の
投
資
に
よ

此
の
資
金
は
節

同
じ
道
行
に
よ
っ
て
利
子
率
が
投
資
さ
節
約
ご
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
得
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
。

何
等
か
の
意
味
の
生
産
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
さ
考
へ
初
め
る
で
あ
ら
う
。
然
し
之
は
循
環
論
で
あ
る
。
従
つ
て
善
か
れ
悪
し
か
れ
残
さ
れ

た
も
の
は
利
子
率
は
貸
金
を
持
つ
誘
因
さ
現
伶
を
持
つ
誘
因
こ
を
均
等
化
す
る
水
準
に
樹
立
さ
れ
る
竺
言
ふ
考
へ
方
の
み
で
あ
る
。
即
ち
利
子

率
は
資
本
財
産
を
保
持
す
る
誘
因
ご
現
金
を
保
持
す
る
誘
因
ご
を
均
等
化
す
る
様
に
、

資
本
財
産
の
貨
幣
債
値
を
修
正
す
る
も
で
あ
っ
て
其
の

時
の
投
資
及
節
約
さ
は
無
闘
係
で
あ
る
。
．

以
上
の
ケ
ー
ン
ズ
の
見
解
を
ケ
ー
ン
ズ
自
身
の
他
の
箇
所
に
於
け
る
凡
解
を
手
が
か
り
で
し
て
桧
討
し
て
見
よ
う
。
ケ
ー
ン
ズ
は
言
ふ
。

事
前
の
投
資
家
の
要
求
す
る
も
の
は
現
金
で
あ
り
、
此
の
現
金
は
主
こ
し
て
銀
行
の
回
轄
資
金
の
中
か
ら
供
給
せ
ら
れ
る
。

約
を
少
し
も
含
ま
な
い
も
の
で
支
出
さ
れ
る
や
否
や
自
動
的
に
回
復
さ
れ
る
。

つ
て
解
放
さ
れ
た
金
融
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。

投
資
率
が
一
様
で
あ
る
時
は
事
前
の
投
資
の
流
氏
は
事
後
の
投
資
の
流
れ
に
等
し
い
故
に
流

3
 

1, 

動
性
の
地
位
に
於
け
る
愛
化
な
し
に
事
前
の
投
資
に
封
す
る
金
磁
の
供
給
が
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
ケ
ー
ン
ズ
の
見
解
に
於
て
先
づ
第
一
に

投
資
は
資
金
投
下
額
こ
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

金
は
自
動
的
に
回
復
さ
れ
何
等
の
節
約
も
含
ま
な
い
こ
言
ふ
が
、
之
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
之
を
次
に
桧
討
す
る
。

投
下
資
金
は
他
の
企
業
家
又
は
要
素
提
供
者
の
牧
入
ご
な
る
。
今
使
用
者
費
用
を
捨
象
す
る
方
法
を
採
用
す
れ
ば
、
投
下
資
金
が
即
座
に
回
復

は
消
費
が
そ
れ
か
ら
行
は
れ
す
、

之
が
資
本
設
備
へ
の
債
値
附
加
額
ご
異
る
事
は
第
二
節
に
於
て
明
か
に
し
た
。
次
に
回
轄
資

さ
れ
る
為
に
は
企
業
家
及
要
素
提
供
者
の
所
得
が
そ
の
ま
ヽ
銀
行
に
還
流
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
し
所
得
の
全
部
が
銀
行
に
流
れ
る
竺
言
ふ
為
に

且
つ
節
約
さ
れ
た
だ
け
銀
行
に
頂
金
さ
れ
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
仮
り
に
節
約
さ
れ
た
だ
け
が
銀
行
に
流
れ

こ
A

で
人
は



， ヽ ＇ 

入
る
も
の
こ
し
よ
う
。
然
し
消
費
が
存
在
す
れ
ば
そ
の
部
分
は
直
ち
に
銀
行
に
は
流
れ
入
ら
ぬ
。

b
所
得
の
一
部
が
保
蔵
さ
れ
る
こ
す
れ
ば
、
投
下
資
金
の
一
部
は
銀
行
に
還
流
す
る
事
は
な
い
。

は
新
な
保
蔵
が
痰
生
し
て
は
な
ら
な
い
し
節
約
は
綿
て
銀
行
に
頂
け
ら
れ
る
事
を
要
す
る
。

．
 

は
自
動
的
に
回
復
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

れ
入
る
限
り
に
於
て
で
あ
る
。

ケ
ー
ン
ズ
は
之
に

か
く
の
如
く
し
て
投
下
資
金
が
銀
行
に
全
部
鱗
る
ご
し
て
も
長
期
間
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若

か
く
て
投
下
資
金
が
全
部
回
復
さ
れ
る
為
に

勿
論
流
れ
さ
し
て
投
資
を
見
た
場
合
は
回
轄
資
金

然
し
そ
れ
は
前
述
の
如
く
新
な
保
蔵
が
な
い
事
ご
節
約
の
す
べ
て
が
銀
行
に
流

か
く
て
回
復
さ
れ
る
も
の
は
再
投
資
部
分
を
除
い
た
今
の
場
命
は
す
べ
て
節
約
を
通
し
て
で
あ
る
。
従
っ
て
投

資
率
一
様
の
場
合
に
回
轄
資
金
に
よ
っ
て
資
金
の
供
給
が
行
は
れ
る
こ
は
、
新
投
資
が
新
節
約
に
等
し
い
均
衡
的
痰
展
の
場
合
に
外
な
ら
ぬ
。

然
ら
ば
投
資
率
が
増
加
し
た
場
合
に
は
そ
れ
に
要
す
る
貨
幣
は
い
づ
れ
か
ら
供
給
さ
れ
る
か
。

ケ
ー
ン
ズ
は
投
資
率
が
増
加
し
た
場
合
に
は
貨
幣
の
附
加
的
需
要
を
形
成
し
、
公
衆
及
銀
行
の
流
勁
性
選
好
が
不
髪
で
あ
れ
ば
利
子
率
を
引

上
げ
る
竺
言
ふ
。
之
は
投
資
率
が
増
大
し
て
（
前
述
の
解
繹
に
従
へ
ば
）
L
投
資
が
節
約
よ
り
も
大
こ
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。

然
る
に
第
二
節
に

要
す
る
現
金
は
利
子
率
引
上
に
よ
る
公
衆
及
銀
行
の
放
出
貨
幣
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
も
の
ご
考
へ
て
ゐ
る
と
解
繹
さ
れ
る
。

考
察
し
た
如
く
ケ
ー
ン
ズ
は
資
金
供
給
ご
し
て
の
信
用
創
造
を
認
め
て
ゐ
る
。
従
っ
て
増
大
し
た
投
資
は

m．出
か
信
用
創
造
か
の
い
づ
れ
か
に

よ
り
資
金
を
供
給
さ
れ
る
も
の
竺
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
投
資
率
が
減
少
し
た
場
合
に
は
信
用
縮
少
か
保
蔵
か
ゞ
行
は
れ
る
事
に
な
る
。

か
く
て
ケ
ー
ン
ズ
の
見
解
を
手
が
か
り
に
し
て
得
た
吾
々
の
結
論
は
一
方
に
資
金
の
需
要
こ
し
て
投
資
、
信
用
縮
少
、
保
蔵
が
あ
り
他
方
資

金
の
供
給
さ
し
て
節
約
、
信
用
創
造
、
放
出
が
あ
り
、
利
子
率
は
此
の
需
給
の
均
等
す
る
黙
に
定
ま
る
こ
い
ふ
事
で
あ
る
。
故
に
蓑
金
勾
需
給

の
所
得
の
中
節
約
分
は
銀
行
に
流
れ
入
る
。

そ
れ
は
他
の
人
の
所
得
ご
す
る
。
而
し
て
そ

九
八
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さ
し
て
投
資
及
節
約
を
考
へ
る
限
り
利
子
率
が
投
資
節
約
ご
無
闘
係
に
定
ま
る
竺
言
ふ
見
解
は
成
り
立
た
な
い
。

の

が
利
子
李
に
及
ぼ
す
作
用
の
み
を
ご
り
あ
げ
利
子
率
が
全
く
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
し
た
の
は
利
子
李
の
作
用
の
面
を
全
面
ご
ご

b
進
へ
た
も
の
で
あ
る
さ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

U

投
資
並
び
に
節
約
を
資
金
の
需
給
こ
し
て
考
へ
る
の
が
近
代
古
典
派
の
立
場
で
あ
る
。

張
は
資
金
の
需
給
さ
し
て
の
他
の
要
素
を
顧
み
な
い
黙
に
於
て
誤
る
が
、
投
資
及
節
約
が
利
子
率
決
定
に
於
て
他
の
要
素
よ
り
も
根
本
的
な
い

み
を
も
つ
て
ゐ
る
事
を
知
る
時
ケ
ー
ン
ズ
の
利
子
論
に
勝
る
も
の
竺
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

．
以
上
見
た
如
く
ケ
ー
ン
ズ
の
利
子
論
に
於
け
る
投
資
節
約
恒
等
の
役
割
、

に
定
義
さ
れ
た
投
資
節
約
が
利
子
率
に
闊
係
の
な
い
の
は
自
明
の
理
で
あ
っ
て
何
事
を
も
語
ら
な
い
。

さ
し
て
の
投
資
節
約
で
あ
る
。

九゚
九

即
ち
投
資
節
約
恒
等
で
あ
る
が
故
に
利
子
率
は
投
資
節
約
と
無
闘

勿
論
附
者
の
恒
等
は
ケ
ー
ン
ズ
の
定
義
に
よ
っ
て
論
證
さ
れ
る
。
然
し
利
子
李
に
闘
係
の
な
い
様

利
子
率
に
闘
係
あ
る
の
は
資
金
の
需
給

而
し
て
此
の
意
味
の
投
資
節
約
が
恒
等
で
あ
る
理
由
の
な
い
事
は
再
三
述
ぺ
た
。
利
子
率
が
投
資
節
約
の
均
等

を
保
證
す
る
竺
言
ふ
見
解
に
封
し
投
資
節
約
は
恒
等
で
あ
る
故
に
利
子
率
は
投
資
節
約
さ
は
無
闘
係
の
他
の
要
因
か
ら
定
ま
る
こ
ケ
ー
ン
ズ
が

言
ふ
時
は
彼
の
特
殊
の
定
義
に
よ
る
恒
等
を
も
つ
て
資
金
需
給
こ
し
て
の
恒
等
を
證
明
し
得
た
り
さ
混
同
せ
る
立
場
に
あ
り
彼
の
利
子
論
の
正

し
さ
の
消
臨
的
な
論
捩
さ
な
り
う
る
も
の
で
は
な
い
さ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

係
に
定
ま
る
竺
言
ぷ
議
論
は
不
裳
で
あ
る
。

利
子
率
は
面
者
の
均
等
す
る
所
に
定
ま
る
竺
―
―
-E

ふ
主

ケ
ー
ン
ズ
が
保
蔵
ご
放
出
と

’ 
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゜
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・言

ヽ， 

ケ
ー
ン
ズ
の
投
資
乗
敷
の
理
論
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

就
會
の
人
々
の
賓
質
所
得
が
噸
減
す
る
時
其
の
消
費
の
増
減
は
前
者
の
増
減
に
比
し
て
小
で
あ
る
。
賃
銀
輩
位
を
以
つ
て
表
は
さ
れ
，た
所
得

増
加
に
討
す
る
消
費
増
加
を
限
界
消
費
性
向
こ
い
ふ
。
次
式
が
之
を
示
す
。

1
0
0
 

f ， 



恒
等
で
あ
る
こ
言
ふ
事
が
前
提
に
な
っ
て
ゐ
る
。

の
み
論
謡
せ
ら
れ
従
っ
て
愛
動
過
稔
に
於

第
二
節
に
於
て
見
た
如
く
投
資
節
約
の
恒
等
は
特
殊
の
定
義
即
ち
賀
物
項
目
の
貨
幣
債
値
さ
し
て

も
成
立
す
る
投
資
節
約
の
闘
係
が
所
得

て
も
即
ち
如
何
な
る
所
得
の
水
準
に
於
て
も
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
如
何
な
る
所
得
水
準
に
於
て

。
第
二
節
に
見
た
如
く
恒
等
の
場
合
の
投
資
節
約
概
念
は
因
果
的
分
析
に
用
ひ
得
な
い
も
の

の
愛
化
を
明
か
に
す
る
事
は
出
来
な
ぃ
節
で
あ
る

で
あ
る
が
予
ン
ズ
は
之
を
因
果
的
分
析
に
用
ひ
得
る
か
の
如
き
錯
覺
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

に
指
摘
し
て
見
よ
う
。

w
'
が
成
立
す
る
こ
い
ふ
因
果
闘
係
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
場
合
の
ふ

喜
は
ケ
ー
ン
ズ
に
よ
れ
ば
ふ
の
投
資
が
あ
れ
ば
k
倍
の
所
得

S

yw
は
共
に
貨
幣
額
の
支
出
或
は
牧
入
で
な
け
れ
ば
な
ら
／
。
然
る
時
時
間
的
迎
れ
な
し
に
式
②
が
妥
掌
す
る
為
に
は
、
投
資
額
こ
同
時
に

△
 

及

ら
ぬ
。
此
の
事
が
箕
で
あ
る
為
に
は
限
界
消
費

貨
幣
額
こ
し
て
の
消
費
支
出

v
Y
wー

c.lw
11
ヽ
（
1
9

を
v
Y
w
が
行
は
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な

性
向
が
安
定
的
な
場
合
に
は
新
投
資
額
を
虚
分
し
得
る
所
得
の
額
こ
の
闘
係
が
式
③
を
満
足
せ
し
む
る
如
く
で
あ
る
事
を
要
す
る
。
之
は
所
得

及
投
資
の
不
愛
な
均
衡
的
疲
展
の
場
合
を
意
味
す
る
。
然
る
に
ケ
ー
ン
ズ
か
無
條
件
的
に
妥
賞
す
る
も
の
こ
し
て
乗
敷
セ
考
へ
て
わ
る
の
は
次

1
 

o
 
1
 

次
に
式
い
及
③
に
就
て
彼
の
誤
り
を
具
開
的

.~:` 

式
②
に
於
て

K
は
投
資
乗
数
で
あ
り
投
資
額
が
増
加
し
た
場
合
，

論
は
総
て
の
瞬
間
に
時
間
の
遅
れ
な
し
に
妥
常
す
る
。

以
上
が
ケ
ー
ン
ズ
の
投
資
乗
数
の
理
論
で
あ
る
が
、
此
の
理
論
に
於
て
は
所
得
増
分
に
伴
ふ
節
約
増
分
を

1:,.Y
w
11
k
1:,.
Iw
 

(

2

)

 

＞
 

ご

S

さ
が

w

w

 

ぶ

{

l▽
▽

 

S

と
す
れ
し

▽
 
．
 

所
得
は
投
資
増
加
額
の

K
倍
だ
け
増
加
す
る
事
を
示
す
而
し
て
此
の
乗
数
理
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Z
 

ら
れ
る
事
を
い
み
す
る
。
而
し
て

前
後
の
闘
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
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．
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．
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記
ゞ
r
L
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が
苺
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啓
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g
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Z
 

紫
芹
索

⇒
喜
蕗

Z
 

g
N
 

gleZ 
．
 
．
 ゚

る
故
ふ
の
値
の
大
小
に
よ
つ
て
影
齊
を
受
け
・る
筋
合
の
も
の
で
は
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
特
殊
の
定
義
に
よ
る
投
姿
節
約
の
恒
等
は
因
果
法
則
た
ら
ん
こ
す
る
乗
数
理
論
の
前
提
た
り
え
す
、

結
果
さ
し
て
賀
現
す
る
と
い
ふ
乗
敷
狸
論
は
否
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

衆
知
の
如
く
乗
敷
理
論
は
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
如
き
意
味
に
於
て
の
み
成
立
す
な
。

資
即
ち
消
費
せ
ら
れ
な
い
生
産
物
の
債
値
を
い
み
す
る
。

の
如
き
誤
認
に
よ
る
。

-
0
 j, 

．．
 

之
を
前
提
こ
し
即
時
の

ケ
ー
ン
ズ
が
式
①
に
於
て
意
味
せ
し
め
る
所
は
所
得
の
増
加
が
消
費
さ
投
資
に
分
割
せ
ら
れ
る
ど
い
ふ
事
で
あ
り
特
殊
の
定
義
に
於
け
る
投

此
の
意
味
の
投
資
は
式
②
に
於
て
意
味
せ
し
め
ん
ご
す
る
投
資
さ
は
異
る
。
．
従
っ
て

、

式
い
品
誤
界
消
費
性
向
よ
り
式
③
を
導
出
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
若
し
式
①
ご
式
②
に
於
け
る
投
資
を
同
一
の
投
資
支
出
額
を
意
味
せ
し

め
る
な
ら
ば
式
闘
羹
の
意
味
は
立
の
所
得
が
ぷ
の
消
喪
支
出
さ
品
の
節
約
に
分
割
せ
ら
れ
同
時
に
芯
ミ
同
額
の
ふ
が
支
出
せ

ど
が
一
致
す
る
の
は
均
衡
の
場
合
の
み
で
あ
る
。
叉
式
（
の

y
さ
式
②
の

y
は
時
間
的
に

s
 

ふ
は
喜
の
ふ
に
作
用
し
う
る
の
み
で
式
（
の
ふ
は
ふ
よ
り
も
時
間
的
に
先
行
す
る
も
の
で
あ



r,
 

均
衡
乃
至
所
得
翌
‘定
の
條
件
は
人
々
の
節
約
を
欲
す
る
額
が
投
資
に
等
し
く
な
る
如
き
所
得
の
水
準
で
あ
る
。

係
が
成
立
す
る
。

．

此
の
論
理
の
正
帝
国
で
あ
る
事
は
ラ
ー
ナ
の
次
の
見
解
に
よ
っ
て
證
明
さ
れ
る
。

て
そ
の
所
得
水
準
以
外
に
於
て
は
不
均
等
で
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

投
資
ご
節
約
さ
が
所
得
の
如
何
な
る
水
準
に
於
て
も
恒
等
で
あ
る
な
ら
ば
此
の
恒
等
を
保
證
す
る
所
得
の
水
準
な
る
も
の
は
あ
り
え
な
い
筈

で
あ
る
。
従
っ
て
若
し
所
得
の
一
定
の
水
準
が
保
證
す
る
投
資
ご
節
約
の
均
等
が
存
在
す
る
こ
す
れ
ば
其
の
投
資
ご
節
約
f

こ
は
恒
等
に
非
す
し

第

五

節

結

投
資
節
約
の
概
念
は
無
用
で
あ
る
。

命叩-h-n 

會・

表
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
は
毎
期
N
額
の
投
資
が
行
は
れ
限
界
消
費
性
向
が

g
に
し
て
不
雙
で
あ
れ
ば
第

r
期
に
至
っ
て
投
資
は
節
約
に
等

し
く
な
り
所
得
は
投
資
の
l

い
g

倍
に
な
る
竺
言
ふ
事
で
あ
る
。
此
の
場
合

g
を

1
1
[ー
で
示
せ
ば
所
得
は
第

r
期
に
於
て
投
資
の

K
倍
ご

な
る
。
此
の
意
味
の
乗
敷
賓
現
は
一
定
の
時
間
の
長
さ
を
要
し
投
資
李
及
眼
界
消
費
性
向
の
一
定
を
前
提
ご
す
る
が
、
ケ
ー
ン
ズ
の
恒
等
す
る

①
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此
の
水
準
に
於
て
は
次
の
闘



営
該
期
間
の
投
資
額
以
下
の
節
約
を
為
す
事
は
不
寸
品
四
で
あ
る
。

潤
を
賓
現
せ
し
め
る
も
の
で
短
期
均
衡
で
あ
る
。

ケ
ー
ン
ズ
が
次
の
如
く
言
ふ
場
合
は
ラ
ー
ナ
の
見
解
を
裏
書
す
る
も
の
こ
解
さ
れ
る
。

生
産
物
に
こ
つ
て
市
場
債
値
が
存
在
し
得
る
事
は
各
人
が
節
約
せ
ん
ご
決
意
す
る
額
、の
綿
計
を
し
て
投
資
せ
ん
こ
決
意
す
る
額
の
器
計
に
等

し
か
ら
し
め
る
充
分
條
件
で
あ
る
。

何
こ
な
れ
ば
そ
う
す
る
企
て
は
必
然
的
に
所
得
を
個
人
の
節
約
せ
ん
こ
欲

4
 

す
る
額
の
合
計
が
投
資
額
に
正
確
に
等
し
く
な
る
水
準
迄
高
め
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
ケ
ー
ン
ズ
及
ラ
ー
ナ
の
見
解
に
於
て
節
約
せ
ん
ご
欲
す
る
額
或
は
節
約
せ
ん
さ
決
意
す
る
額
f

こ
投
資
せ
ん
さ
決
意
す
る
額
ご
は

計
劃
量
と
解
す
べ
き
か
賓
行
量
こ
解
す
べ
き
か
が
問
題
こ
な
る
。
若
し
計
劃
董
さ
解
し
て
之
を
因
呆
分
析
に
用
ひ
る
な
ら
佐
ォ
ー
リ
ン
の
場
合

註

I
I
i言
迂
悔
翠
悉
・
（
註
や

か
く
て
均
衡
に
於
て
は
利
盆
も
損
失
も
な
い
。

P
得
が
此
の
水
準
以
下
で
は
投
姿
せ
ら
れ
つ

A

あ
る
よ
り
も
よ

b
少
く
節
約
せ
ん
ご
欲
す
る
為

消
費
財
の
需
要
増
加
が
消
究
財
生
森
の
利
盆
を
装
生
せ
し
め
る
。
従
っ
て
此
の
水
準
が
逹
せ
ら
れ
る
迄
泊
費
財
生
産
の
捩
張
、
所
得
及
屈
傭
の

増
加
が
あ
る
。
此
の
水
準
以
上
に
於
て
は
損
失
が
夜
生
し
所
得
及
廂
傭
を
均
衡
水
準
迄
引
下
げ
る
。

＇

均
衡
に
於
い
て
利
盆
な
し
と
言
ふ
は
長
期
均
衡
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
ケ
ー
ン
ズ
の
一
雇
傭
の
均
衡
水
準
は
第
一
節
に
述
べ
た
如
く
極
大
の
利

11

逃
悉
迂
悔
避
百
仕
い
F
r
1
8

逃
活

H
渋
王

1
1
F
r
芸
ー
溶
常
沖
王
（
IIi冷
き
モ
芭
き
り
K

と思
'8
)

1
0
四

＇ 



. i 

に
述
べ
た
如
き
矛
盾
に
つ
き
嘗
る
。

1
0
五

確
か
に
ケ
ー
ン
ズ
の
見
解
は
計
劃
撮
に
解
繹
し
て
妥
帝
国
で
あ
る
こ
恩
は
れ
る
面
も
あ
る
。
然
し
乍
ら
ケ
ー

ン
ズ
が
嘗
該
期
間
の
投
資
額
竺
言
ふ
時
及
び
次
の
場
合
に
於
て
は
賓
行
量
こ
解
す
る
方
が
妥
帝
国
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
。

•

一
定
の
雇
傭
董
が
正
営
で
あ
る
為
に
は
練
生
産
物
よ
り
消
費
を
差
引
い
た
残
り
を
吸
牧
す
る
投
資
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

合
衆
國
に
於
て
一
九
一
1

九
年
迄
過
去
五
ケ
年
間
急
速
な
資
本
撰
張
の
結
果
取
替
を
必
要
こ
し
な
い
設
備
の
為
に
累
肢
的
に
減
慎
消
却
基
金
乃

至
猿
立
金
が
大
規
模
に
設
け
ら
れ
た
。
共
の
結
果
巨
額
の
全
く
新
し
い
投
査
が
之
等
の
財
政
的
準
備
を
吸
牧
す
る
為
に
必
要
で
あ
っ
た
OI

｀

投
資
の
増
加
が
節
約
を
増
加
す
る
準
備
な
け
れ
ば
起
り
え
す
従
つ
て
増
加
所
得
の
一
部
を
消
費
せ
ん
こ
す
る
努
力
は
所
得
の
新
水
準
が
増
加

投
資
に
酎
應
す
る
眼
界
節
約
を
準
備
す
る
迄
生
産
を
刺
戟
す
る
。

か
く
て
計
劃
量
か
賓
行
菫
か
は
明
瞭
で
は
な
い
が
こ
も
か
く
愛
動
よ
り
均
衡
へ
の
過
棒
を
明
か
に
す
る
も
の
は
ケ
ー
ン
ズ
が
恒
等
を
論
證
し

た
場
合
の
投
資
節
約
概
念
、
即
ち
カ
ー
テ
ス
の
賓
物
項
目
の
貨
幣
債
値
オ
ー
リ
ン
の
質
現
董
で
は
な
く
て
計
割
董
さ
し
て
の
或
は
賀
行
量
こ
し

て
の
も
の
で
あ
り
、
従
つ
て
愛
動
過
程
に
於
て
は
不
一
致
さ
な
る
投
資
節
約
概
念
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
事
は
次
の
訥
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
決

定
的
ご
な
る
事
を
知
る
で
あ
ら
う
。

此
の
論
捩
こ
し
て
有
奴
需
要
の
不

ケ
ー
ン
ズ
の
一
般
理
論
の
一
つ
の
最
武
な
る
特
色
は
不
完
全
屈
傭
均
衡
の
可
能
性
を
示
し
た
事
に
あ
る
。

足
が
あ
げ
ら
れ
る
。
有
奴
需
要
の
不
足
こ
は
一
定
撮
の
屈
傭
よ
り
生
す
る
所
得
か
ら
消
費
を
差
引
い
た
残
り
、
即
ち
節
約
に
應
す
る
投
資
が
存

（

註

）

在
し
な
い
事
で
あ
る
。
之
は
投
資
こ
節
約
さ
が
均
衡
以
外
に
不
均
等
で
あ
る
事
を
い
み
す
る
。

か
く
て
一
般
理
論
の
あ
る
べ
き
姿
か
ら
言
へ
ば
恒
等
こ
な
る
投
資
節
約
概
念
は
何
等
の
役
割
も
持
ち
得
な
い
筈
の
も
の
で
あ
る
。
た
ゞ
ケ
ー
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ン
ズ
の
此
の
概
念
の
論
理
的
な
誤
用
が
保
蔵
さ
利
子
率
の
闘
係
の
考
察
の
深
化
及
質
質
的
乗
数
理
論
痰
見
の
緒
を
齋
ら
し
た
竺
言
ふ
に
止
ま

第
一
節
に
述
べ
た
如
く
雇
傭
の
均
衡
水
準
は
穏
福
要
函
数
と
線
供
粕
函
数
の
交
貼
で
あ
っ
た
。
然
し
い
づ
れ
の
函
数
も
特
に
需
要
函
数
は
牧
入
の
豫
想
額

で
あ
る
。
従
つ
て
、
雨
函
数
の
交
黙
餐
奨
の
均
衡
水
準
で
あ
る
総
に
は
箪
た
る
豫
想
で
は
な
じ
に
、
豫
想
が
宜
現
せ
ら
れ
る
事
を
要
す
る
。

①
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